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　1　研究目的
　　　　　　　　　　 　モ ハ　ハ　 ド ハ　コ　 さ

騨瞳体の磁繊で麟だ賦 と鷺に・ぐ噸

域ではあるが迂罷吸体発達暦び脚樺の研究
に鰍してきわめて鵬れだ鞍妙研残飾るにすぎ
ない。感情の研究分野でもず極塾己弩逸1．済穿に対じ宅

喜び，楽しみめ分野は未開拓宅あり，「笑い」に関して

は1．乳児初期め微笑反応の研究にどどまろている‘『

・われわれは，昨年度i1♪遊び全般を通して2歳児の行動

特徴をみてぎたが，今隼度は1「笑い』1に焦点をあててlr2

歳児の行動特徴をとらえるとと、もにむ子どもの．「笑い」

の発達をさぐる ことを目的と．し実研究をすすめた。．

、2歳卑φ賛動欝薇に閨す濁研黙〈2叉1滋い△扇』幾1』、、

　　 1』 r ．1ゴ 之過ζrドl　　ニニr㌧”・崎 き△’F ∫：『 望ヌ’〆ヤ題 こ r『1

⊃1、 』　一丁笑い」の観察を通して一r「』 徽き二忌1う三λ：．1冒 ご｝’イ

　ーτ1 r　　　　　　　　　－ll－．fτ r一』乙
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』鋼1』鼎』∵碑細』lr星r憐卸モ嶋捻〆∵』P
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，、　，，姻確者』
、・ 置』丞醗、蕃｛解聯馳騨蝉〉．、

　　　　　　　　　　　　　　　　植村規代（家庭生活研究会）、へ
、、

　　　　　　　　　　　　　　〆 1小い林 、千鶴子r（2歳児研究グル」ヲ）？

　　　　　　　　　　　曜・ 　 二・） 、・ 1』
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　　　　　　㌧ 1二貯；　の視点で整理した・騨∴｛△1∴デ 鴬1ン・蕊

　∬方　 法
τ、

て対象〕t：　、 ：＿1’f∵1．』ト 恐 ∵＼㍗4』へ1；ン1｝「し、

対象児は当研究所における育児講座の 2歳児43名であ

る。隔週， 1時間半ずつの保育で9 回連続を3期＞（各期

約15名ずつ）に分けて行なった。（保育者3名）1、’触、マ

〔手続き〕　　　　1巽て1 訴ジくぐ・ひ丁．、気ぎ』、｛一：lf一』ぐく㌔　ぷ

ゑ 観察者2名が； rぞれぞれ毎回対象児1名ずづの行

動，表情を詳しく記録する。∵

b　観察者，保育者全員で，毎回対象児全員につ恥て，こ

ひと・りひとりの行動1・F表情について尉議し，，記録を整理

するが1－r乙ド”ヤゴ：＝：ρ・3 ；’li『二’ 』ぐ、ンし　y∵
｝：

1マじ」

ら当保育…藝と，』母親が講座を受ける部屋は‘ ∫隣接1じ， 上

半分がガラスで見えるようになってお叫・戸は開けたま

まに’しでおいた。，づまりド 母親とは別室であるがゼ’子ど

もたちが母親のそぱぺ行くこ乞は自由縄噂きる状況を設

定して保育を行なった。 　 　　　　r，づ路誌乱1 誤 ＞二

〔観察期間〕　　　　　　　　　　　1 1鈴くε
1♪11 19ε0年9月～1981年rマ月

）
。〆 冨

・卜 ・1レこ一』：rl
顎』 ．一

・ ン乏［協畏
『1 r 』∫』

曳興1・稿．適畢ド・、
脈、’よi・1：、 しv曼：零・＿

　対象児ひとりひとりの行動，∫表憐に関する記鋒をヂ・次

1．．、笑いの誘因による分類　ゴ．、7．

　記録から笑いと結びついた行動を乏り出しド1なぜ笑み

たか，その誘因を明らかにしたら』笑いをil・内的誘因であ

る①身体運動に伴う笑いと②行為に結びついた笑い1外

的誘因である③理解に1ともな、う笑恥と④対人場面による

笑いに分類した。なお1』←ζ〉の行動にづいて，∵笑いの誘

因が二つ以上のものは1でそれぞれの誘因に分類 した。』・¢

こ以上のよ、うに分類｝した場合の場面数を示．したのが図1、

である乙・対人場面による笑恥が53で最も多1くなづ更おり

く（照創4，，親 しみ1151共感2L 甘え，・一ぶざけ13）タ』以下

③の理解にともなう笑恥が43益 ②の行為に結びつレ・た笑

いが20 （成功感13，：期待 7）という数セこなう一ている。㌧‘、

　　　』『［、 1 ．r、』・取・．』1；㌧ ’，
’、＝． ・、 ．一r ＿’宮

　　　　　、第岬．：籔鱗因別獅数
、，」、、

対人 野手鱒，努、

．5獅ひ郷1二、：1‘・

づ

｛’ 瀞粟、

　　　　　　　　　　　・・行幽醤繕がっ晴 ・＝ り

　　（』』一、　』江、一 ．奨』欺ン ら・1 ㌔丘笑ヤ’』 、㌃，

　　　　　　9「　　　　　　　20〔鳳3％）
了1ζ、1・51 llこFン 』ジ『、ひ凸 1∵、i’「　＼『一㌃、』ンン 1λ』1
　　　　　　　　雍解k伴う知≦
　　　　　　　　』ン43（28二7％1〆
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ζペンr ジ・黛〆・』ズ・ ㌃f』1 』義聖一』 』、㌧ンF，・＝！

　　　　　　　　　　　　　　　　ひ『㌧いrl ンで1』

　　　　　冤ル』ジ
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』 r』 〆似1L・『、Li’戸・一＿　k・’

1，）『爵体運動に伴・う笑い乏ll『．』ド と1㌧一げ・ミ』1 』二気∫

身体運動に伴う笑いは，’自分で身体を動淋㍗｝ぐそめこ

と自体に快感を覚えて満足している状態である蕊たどえ

ぼ∫、台の上に乗り， 足を踏みなちしでドソニド潔＝ど音がす

るのを喜んだり，
1一 嘉←ルのカラ」てト・シネルを揺さぷぢ

て笑づだり，＝ 興衡しておやつの皿を頭にのせてほ落’と・し

ズキーネ員キ㍗一騒ぐ，な どである。吃・ll』llド弄 ［（ 二～酵・“
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2』菖簾蹴灘議磁纒翻淵二嘘雛灘麟綴瀧♪ちゃ　のべ
からすることへの期待の喜び，また，②いま行なったこ　　　④　ふざけ笑い一ふざけ笑いは，保育者の隣り にす

とへの満足・充実感（成功感）などがξ道翼含ま赴る凛ひ』眞わり・・顔を見あわせて笑ったり，保育者の誘いに，わざ

　①　期待の喜び一グルーブ活動の回を重ねるにつれ

て，次の活動への見通しがで尊、i黍奪時から遊李を楽し．

篇暑巖濡野簾認隷奨1錨導
どがあるQ（低｝・ざ♂』1 ll・1』殻㌔）シ｝　認　　滋・ト

　②（成功感，く 溺墨7モゆ璽月鱗華自分略〉力璽何かを

やりとげた喜びである．たとえぱ，ビニールのトソネル

を初めてくぐり抜けて出てきたとき，．台の上がら1うま、く

飛び降りる・ことができたとき轟、蕃←ル批げ1哲‘・・首尾よ．く

受昼取れたとき，1：絵が描けた乞き顎などに見られるる、．

、3）亨3里解壷こ監ともなう笑レ》 r：、1こ．1ぐ．』，IU添卜、＝．， 1づ「　，べ
』1

換対象を認識もたり，．1理解した・りする喜び1を議ン；の項目

と．してiと診あげた6㌔た之えば〆次の二よ1う なめのが倉まれ

るび絵本や紙芝居を見て， r自分の知！っている ものや好1き

なもの、〈1を賢の犬，シタヌキなどの動物，き 救急寧や」トラ；複

クなどの自動車蹴ホッ、トケ鳶キなどの食べ物，1チ急 幾リ

ッブ等）・を見gけズ喜ぶぷお適ろ命の電話をかけた、り；7

保育者≧甜り⊃とi．り・を、して楽む蝕己：ま1まごと で，．ごちそ』う

1やお茶を作づて差七出したり，ら受⇔取修て飲むまねをし

たウし《喜ぶ6‘1他の子どもたちが累ト㌶ネルやおぷろ遊

ぴをしてい稗錫鞠も 膀難，、即漁おせん
べのことを，わざど「オゼソバゴと違えそ言っては喜

脇　　〆／葺押＼
4）対人場 における笑い

　＼対人揚弊熱卿繊①照れ』②親幡○甘え・

③共即灘抽どに猟乾嬉 ，蕪轡とし
て蘇騨趣ざ！の2つ暢璽燦息1
①騨知マ三確壁へ保龍腸隔苧よう！」

胤かけ璽轍何も言え塑鮎てヤ醐
面があった。　＼＼．＿！ノ

　②　親しみ・甘えの笑い一この笑いは，目と目 が合

ったときにテッコリする・ままごとのや・り之りの中で・て

お茶を受け取」窮垂友だもに爵既蜀り する。iなど，1親しみ

の気持を表わす叢恥誓ある。1』・

、③h共感にかかわる笑い→・これはヂ 相手に共感を求

めるよ1うに笑う場合・（成功したのを認め置ほし》翫（トン

’ネルの中で出会づた友だちに 「≒ソ子チ．ワ」、と笑いかけ

る，など），一緒に遊んでいて共感の喜びで笑う揚合 ．（何

ご・

と「イヤ」と言って笑ったり，保育者の後を晶ヤユヤし

タ粧昏ついてくる，といった場面に見られる。また，わ

ぎ乏足を椅子の上にのせて保育者の顔を見てはニヤッと

じため，ままごとで，保育者が差し出したお茶をわざと

こぼしていたずらっぽく笑ったり，という揚面も見ら

れ，保育者の注意を引こうとしているのがわかる。ま

た，友だちとふざけあって笑う場合もある。

第2図　対人揚面における笑い　　　　・，、．｛　　1
　　　　　　　　　　　　　じ一　　　〕｛＿　．ぐト

購ど醐颪こ 睨器予・3』； 、瀦’I ll一 』』淵幽

じ：∵ll…ノ憎磨荒ジ1蜜をイニ欝録
簸巌臨翻』譲蕊乙1『』ζ，1
ン∵読二1｛711㌧1。、 鯉‘i三．、．ジこ』訊

知．ノ冥y△ ，

　図2はレ対人場面における笑いをレ、対保育者 と対子ど

1もの場面に分けてみた適の饗あるぴ全体の割合で見ると

保育者との揚面73高6％に対．し，r　l子1ども．との場面26－4％

とi』保育者の方が多』ぐな二う1笑｝婚る6、保育者≧の場面で

は，共感を求める笑い1（33．3％），11ふざけ笑し、（30』8％），

親しみ●甘えの笑い（28・2％）猷蓉なく・全倭を轡

三分している。これに比較して子どむとの場面セは1共

感を求める笑いが大部分（57．2％）を占め，親しみ・甘

えの笑いはその半分1（28澄％ン之なさうている。1 また，∫ll、ふ

ざけ笑いは 対保育者の130．8％、に対し，』1 きわめて少な、く

7．1％であるず二∵』 ）　〔‘、く・1 隷ン、久受二　き・1身沢：ノ銘

2、　グループ活動の場面による分類　　　 〔藩装〕

ぐざらにジ1・活動場面によりて、笑いの頻度や質に，1どの
ような違いがあるカ・を整理した己一続昌、i＞、』11 、致

1・ア、

1，ン入 ㌔室 ξ時∵蝋 、』∋』．㍑二； Y致鞍1，辛以’、、；　d

r』は・じめは，．保育者が近づいてあ恥，さっをすこる 』ど緊張

し，表惰が固くなる場合が多く，回を重ねるにしたがづ

て，，照れ笑い，．親しみの表現と しての笑いが出て1ぐる♂

2〉、母子分～離 1、』1． ／、』．ラ』、’冨、シ』』ノ・魯礼 く・llに

1泣めて後を追う子や，・1．あうさり別れ，．遊びに熱中する

子な ど，㌧いろいろであるが，ーこの揚面ではi』笑レ悼ま．まう

たく見られない。　　　　　・ ㌃1六髭1二管荻’臣11ン

3）紙芝居　　　　　　　lr1』』1』。k
　椅子にすわってよくみている子が多かったがli） 比較的

笑いが少軌期な表駅集中しヌヤ’るこ鱗無
また，登場するものが自分の知って》亨るものの場合，わ

かったうれしさで笑う1ことがあうた♂£凄∫ 1』．
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星他、評 2歳児の行動特徴に関演（る研究く12）

r4ン手げ遊コ び 11、即丼『、f－諮う1』、！1く域、㌃ド、5．，〕閉．

ゾ保育者を恥づ、し影う：けんめい見ながち菩遊びの動作を

している子どもたちは，汽翼剣な表1青を1しておηチ’ 笑う1て

いない。また，自分ではまったく手『を勤かさな爆が，や

』ら．ているつもワで、うれrしそ♪う な表情で見て．い（る㌔子1も1い

るみ．P顕1〆 ゲr票マ碍　』1諦硫き　零・『、ぐ ヒ ト流 llザヂ㌻

「5ンお窺や． ．つ碧　，’㌧卜，』』官多． 、ト1・混（ 三驚 嘗ンン 、1．1、

　おやつの場面では，ホッとしたなごやか二さがあワ， 1・ち

ょっとしたきっかけで笑いが出てい蚤。　（お煙迄べをバ
　　　　　　　　　　　　　　ィ9∫　　　　≧　〆
リバリッと音をさせてユヤッとしたり，保育者の「おい

しい？」．「．どのこ とばか／けに笑顔で うなづいたりす る）

、6）自、由遊びr㌧1 τ、ナ、＞ll∫、ン『ミr「1』 L』、L．く じ．』し

　でんしゃごらこ1 トソネルをくぐる こと1云台の上で：ド

γ ドソ足を踏みなち諺たり，＝台の上から飛び二おり’る遊

び，：こビニ“ルボ昌ルをこ・ろが』したり空気を入れたりす（る

ζと， ㌃ま、まご乏， 1電話， 1乙絵をか属・こ・と， 1絵本，1、おふろミご

うこなどが鈷子ど、もたちに好 まれる遊び酒あったが公動

作が単純なもの （台の上驚ドソ・ドソ足を踏みなちす，．お

rふろのつ 転りでスボソジ廼・）身体を購シゴシこする，r』な

ど）・友だち≧のや・り’ど・りでは‘シ1遊びながら笑いが出て

いるが爵その他の揚面では1 琶ゲし1廊うけんめい遊びに

取り組んでお．り鮮笑うズ恥ないεへご 、1 ．lrて ．漏・1
・ 漂

7〉1片・・づ1け：’”ご． k～

、

1！』1』・』星＝lv ㍑』『』 1Lr 1l　r 1・・

・片づけの場面になると1』全体に安心した雰、囲』気，にな

り1 子どもたちはレ1．生き生ぎと片付けに参加 しているよ

愛れまで母親のそばから離れず」1保育室で充分遊んでい

ない子 どもも顧 母親をそぱに立たぜながらではあるが多

ままごと1 汽車，1 ボrル，・．ままごとのござ， ぬいぐる み

な、どを生き生き．したようすで片づける光景がよく見られ

』た5・・1ざ 蝕i、、、』r　』・r－r∵・・一』・』1r 1 ∵

8）終　 了　 時　　　　　　　　　　、1・ ・

、。・・ 7ンでようやく生き生きしてきた子どもが保育者の笑

顔や」「さrようなら，」またね」のあいさつにド笑顔でこた

えて》、る ごとが見られる占、　、』　、冠、1ゴい一一㌧緊

w　考 察

　以上の結果から，笑いにかかわる2歳児の行動特徴に

ついて墨・次のような考察をおこなうた6 ：ド 』’一・　1

1レ　笑いの誘因について　　rlr：・1 ”』 1”r
、．

江〉で身体運動に伴う笑硲、 』 、壊痔
．』

　自分の身体を動かすことによる満足，快感はlll・乳児期

「がら見ちれるものである。ここで見ちれるよ うに足を1ド

ンドソ踏みならしたり，ぐるぐる走りまわったり1』1零い

う身体運動は，単純な動作のくり返しが多く，目的やル

ールを持った行動ではない。また，保育者が抱いてぐる

　ぐる身体をまわすなど53保育者にまる1身体動作二も麺を占

めるがド単純なあののく遡迦しをあるよ嵩うした〆単純

な動作そのものへの満足は許素朴なもの二であ．りレ＝ い2歳児

の幼なさを表わして、いる廷甑紅る8）の契5簗劉1’涼1　、⊆

　2〉行為に結びついた笑い　、　　　1審ll∫転珊儲

　。乙次に、くる ものを期待しrて笑、うIと熔ドう．こ1と1はp行動の見

通『しが出来なければ逸こらな吟現象であ1ワ，＞それだけ高

度な精神活動であるきi・見通しのできな驚子は』「おやつだ

・か．らすわ〕り1まこし1ま燐小の呼びか けに〕も応’じな熔・ヌ！おもち

・やをいじっておりy、1実際にお皿Rこのせたおやつを見せる

とあわてて席壱こ着1く，，とヤ）う行動セこなる。二‘2歳児はぎ㌃ご

』く近い未来への見逝じが育おは二じめ1る時期といえるので

はないだ1ろうかゼイメ早ジの明確なものに対七て期待を

持ち嘉少しなら待てる：よ＝うになる時期である、ど ｛む召え

る‘1く・｝ l＆、｝1、㌧ 、㌧ 一・』
し、シr：： “i∴・．㌦．う・ ・∫、二 ll二〆じ1＼

三行為後の成功や充足の笑サきは，11歳児かぢ：見られるが1

精神発達とともに内的な満足に移行し，成人では「笑い」

として観察1されなくなるであろうよこ こで行為の前後に

生一じる笑いをみたがぢト行為驚のものは笑いを伴らていな

めのも特徴的であるじ 何かをやり、とげると’き，㌧2歳児も

．翼剣に取り組んでお1りP←九1容易にできる1こンとは，、も

、う充足感の笑いを伴わ．ないの廼ある◎l　iギ、11一、 』・r ンi

3）〕里角孝壱こともなう笑レi、容ジ』だ ．『 1二1 』・．つ1 iジ己耳

　笑いをもたらす対象は，具体的1 1直接的なもク）1（紙芝

居や絵本における動物，， 取ななどの絵ンや単純な 活動

二（おも ち却1の 電冨舌で｝「ガヲ←ヤシF」 とカゾ「ブチソ」など之

言っては受謡器を置ぐく・り返、し〉であることが多いポこ

れは・3歳児の興味rと理解鷹ういて検討 したなかでも，．紙

芝居の場面やことばの《り返しに興味を示 してい‘るとこ

ろから，2歳児では， 発達的に当熱着恥えよ“うざrlまた，ε

こ1とばを使ってふ・ざけ：るゴ（おせんべいのrことを1”．わ．ざと

　　　　の丁オセ シ蒸⊥と言恥違えて笑う1くり返し）㌔といFう高度な

精神活動の芽生え二も12脚ミ3人の子忙見られたぶこ とば自

体で遊び1』笑うとい・うこンとはi』 ；．ことぱ砕こよる喚弘毛アの

理解にづながらてい風と思われる。［∵1㌔．1』．』∵
．些

㌧

4〉対人場面におけ1る笑い慨11，’1i托こ 1，♪、

1保育者に対して笑う場面が圧倒的昏こ多実1く 友だ1ちに対

しズめ笑いは少ない乙これは，昨年度の2歳児の行動特

徴の研究でも述べているように1・友だち一とかかーわ∫ヴて

も，うまく関係をつくれない2歳児の特徴の あちわれと

いえる。友だちに対する笑いでは共感の爽いが比較的多

い が1お1もギこ嘉集団で動 くときであり，1工薄工め場合よ

・り緊張なしに友だちと気持の交流ができるこ・とを示し淀

いるように思われ〆るぴ　　「　 一・罫　pτY徽雄r＝L‘『》

．’』

た1卜保育者との共感では』子どもが何かやりとげ麗
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場合iミ保育者に認めてほtしい野1といンうものが多1く勧2）

の成功感や満足も，一こ保育者に認めてもらう、ことで強κな

三う』てし1）るこ、とがうかがわ⑭るび∫』』㌧ン吸・・㌔㌧

2，保育場面と笑いの内容との関連1汽∫、1．』．

1）不安の解消　　　　，　r』ンいペミ’二1∵読』』1』1二

辰入室時の不安は回を垂ねるごとに薄れるが〆入室時か

1ら轟．まゐたく緊張がなくなることは難し く1』・、2歳児に乏

あてレ済2週間の間隔は∫一親しみを持続させるには長すぎ

るといえるる1・母親が隣室に移動する分離場面て母親につ

いて行ヤぐこ とを妨げない） で緊張が高ま：るが1・これは一

般の保育所でも生二じることであり，．当然であろうづ1…

も’一また，ヤおやつを食べた後は全体的に解放的な雰囲気に

な り孫笑いの頻度もよ：り高く，・また笑レ ）方も大きくなる

ことが見られ鵡おやつは‘ 不安や緊張を解消するのに

大いに役に立つこ一とがわかる。おやつの時刻を30分ほど

早めi その後，よ り長時間充実・して遊べるようになった

の雫あるよまた・・片づけの揚面では『全体的に安心感が

み！られ，；1子どもたちは生き生きと片づけを楽しむが，1こ

れをま鉾もう終了の見通しが出来貧不安や緊張力ζ和らrぐ・こ

とによるものであろうゲこのごとは，’玉母親がち離れちれ

ず，．遊べなかりた子どももy この場面では急に生き生き、

して片づけに参加し，・それまで眺めるだけ薄あづた遊具

に触れていることに顕著に表われズいる♂ 1芸∴い

2）：興味の集中．と笑い． 、1

、

一．レ じ∴＝、、．，

こ紙芝居珂手遊び，r電車ごづ こ，、一』ト1ンネルこを×ン：⊆ぐ1る：と

き診台かち 飛び降りるとき5r・など子1どもは興味を持らて

いワし・おうけんめい集中 しているが笑いは伴湯て一いな

熔。，楽 しい体験が1 その行為の最中に必ずしも笑いを伴

うもの でない二こ’とが理解できようる二な1ジ：．ヴ．1
．

3．二’く保育者との関係と笑い♪．
」
』ミ，ll、，ジ1爪．湿　，』・歳』・

5保育者との直接的な気持の交流以外にも，・：多二くの場面

酒の笑いが，き保育者によらて3：り強化され，＝．持続する こ

1とが見られた6il成功感が1保育者に認め1られる1こ1とによ

ゆて強められる二 とは前に述尽たが〆身体運動に伴う笑

いなども，保育者が参加．した脇声をかけたンりすることに

よって，より強イヒされ，運動も活発になっていノるら ・、これ

そむ．1前回の研究で∫．2歳児だけでは遊ぴが畏つづき、しな

衿特歓と澱薫れだ嬬1、そこに保育者が働きかける重要性

がある二とを考察したが；，：そのことが， ・情緒的な側面か

ら再甥識さ飽たる丸漏庫ジ1r

4きでf」保ルや’ブ活動ζ笑い⊃’ r』レ、
rr ’1・1 』ド11

1・

‘、、
・づ

二1，集団経験オさはじめての対象児は∫』椴初は不安や緊張を

示すが毒い多し まに身体を動か1した．り1』おやつを食べた

りするなかで，友だちといっしょにいるこ とでより楽・し

yざi㌻という場面も鑑じ・てく．る道二とが見られたる 子ど．も同

志で，上手にかかわりをもつことは2歳児に1は難しい

がヂ友だぢと同じごと、をやづて共感す る楽しさは払 機会

を与えられれば経験廼きる、といえよ うφ、込・ド 「沁 1

5し，個人差についてこP　l∵ ｛ 二＼～、1，＝．、唖；、）引r！・∫

㌧ 理解力の違いや，」緊張の度合によづて，一 各々の対象児

の笑いは異なるが， その他に，ケラケラとよく笑う子轟

楽しくても表現の控えめな子，など， 表現の仕方に個人

差が見られた6．、㌧』．1、二．i．与・』．； 乙△ 』1』rは、．

∫』v稚、』 『参． 　．ぜド

　今回の研究はド』未開拓の研究領域である【 「笑い」』に，』

手さぐりのような形でとりくんだのであ窮、したがら

てジ問題提起の段階にとどまるものであるじD、

江まず，1笑いをひきおこすことの体系化の試みどして済

（1）内的誘因と（2）外的誘因に二分し5ト内的誘因をa身体を

動かす喜祇 b自分の行為にかかわる期待や結果の喜び

に分けた。一外的誘因としては碁a対人関係にか かわるも

の，，b対象の理解にかかわるも．のに分類・した箭洛項にづ

いて，2・歳児め行動特徴を1’』0：母r■歳， そ：して3歳以後成

人ま二での発展を想定 しながら考察してみた冠乙み　，ぐイ

高その結果， 』W考察に示すようにレ』r笑いコ’の分析かち

2歳児の行動特徴のいくつかが明らかにされたよ漸齢り

単純な身体活動に喜び，繰返しのなかでの期待や成功に

笑い，、・身近な対象Φ認知に満足の笑みを1う伽ベヂ：保育者

や友だちと の共感の嬉しさを笑恥で表現する」 ぞして“i

保育者が参加し働きかげるこ1と，t成功を認醐・1共感の求

めに応ずる こどなど，保育者によ五て強化される笑いが

多い・こ・とが明らかであうな6またド・保育場面ではドおや

つや帰りの片づけの時間に解放的な高笑甑湊多K 試むれ

は逆に，2歳児のグルーブ内でのそれなりの緊張をうか

がわせるものである。　　　　　　　士「ゼY．憐く3

シ 子ど もが喜びをもって生き生きと活動するこ’とは心身，

発達の原動力酒ありド保育のなかでもド個豪の子どもめ

発達や個性を考慮し，こうした活動をびぎだす指導が大

切であろう。
　　　　　　　　　　　　　　ン．．、　　漁　Yl

　　　　　　　2参、§考ll文ム． 献、㌔一」婦｛1 窪扇バ

1）星美智子他＝β歳児の興床と理解←紙芝居を通じて

　r　日本総合愛育研究所紀要第M集て昭和53年災

2）星美智子他：2歳児の行動特徴斉日本総合愛育研究

1＝』1所紀要第16集（昭和55年）ににr’1一『1：救、二1崇Lぐ昭．？、自

一3） 波多野完治噺子』ど1もの認識と感憎i て岩波新魯も（日召和

〆』50年）一 『‘ ・、「1 』・』1でrン・，

　　　　『一　　 ・一」
〆、忌乙 ∬ 1窺ゴび 1、』：∴ 「1ぐニイ

　　　　　　　　　　　4
』1』 、二． L

←一』『、
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